
（単位：千円）

（単位：円）

基　　金　　名 R1.9.30現在高 増減額 R2.3.31現在高 備　　考

　財政調整基金 6,510,206,190 △ 298,429,218 6,211,776,972

　減債基金 1,778,879,220 1,350,248 1,780,229,468

　ふるさと応援基金 208,672,995 130,342,339 339,015,334

　公共施設整備基金 6,169,418,138 △ 379,811,086 5,789,607,052

890,619,725

　矢田ダム関連地域振興基金 40,396,899 △ 24,259,492 16,137,407

　青少年国際交流育英基金 18,212,005 △ 1,209,494 17,002,511

　地域振興基金 3,234,711,149 △ 195,039,818 3,039,671,331

　子ども医療費助成基金 576,358,144 △ 54,566,171 521,791,973

　病院統合整備基金 194,124,186 △ 16,942,325 177,181,861

　教育文化基金 65,708,935 △ 6,085,974 59,622,961

　地域福祉基金 939,385,720 △ 48,765,995

　国民健康保険基金 456,444,801 39,306,614 495,751,415

　介護給付費準備基金 536,591,103 △ 48,440,008 488,151,095

　中山間地域活性化推進基金 6,824,361 △ 2,992,473 3,831,888

　農業集落排水事業基金 8,395,930 43 8,395,973

　公共下水道事業基金 2,077,672 10 2,077,682

　浄化槽整備推進事業基金 4,580,147 225,024 4,805,171

積　　立　　基　　金　　計 21,050,945,311 △ 921,519,243 20,129,426,068

　教育振興特別奨学金基金 82,979,851 △ 7,150,082 75,829,769

　担い手確保育成基金 216,977,865 △ 17,974,901 199,002,964

　森林環境譲与税基金 0 8,923,516 8,923,516

　一般旅券発給等事務証紙購入基金 1,200,000 0 1,200,000  うち貸付額    453,200円

　土地開発基金 570,630,126 0 570,630,126  うち貸付額 　 　　　0円

　肉用牛購入資金貸付基金 90,000,000 0 90,000,000  うち貸付額 33,734,000円

　高額療養費貸付基金 5,000,000 0 5,000,000  うち貸付額    170,000円

　出産資金貸付基金 3,000,000 0 3,000,000  うち貸付額          0円

定　額　運　用　基　金　計 688,830,126 0 688,830,126

合　　　　　　　　　　　計 21,739,775,437 △ 921,519,243 20,818,256,194

0

特　　別　　会　　計 0

会　　計　　名 3月末現在高

一　　般　　会　　計 0

合　　　　計 29,135,585

2,353,103

3,441,877

26,567,102

0 0

126,100 214,581

0 167,459

678,473 3,246,956

　簡易水道特別会計

　病院事業特別会計

　上水道特別会計

前年度末現在高

21,953,562

838,816

253,389

38,898

666,440

2,441,584

2,942,896

会　　計　　名 3月末現在高

19,732,985

760,304

243,228

　一般会計

　農業集落排水特別会計

　公共下水道特別会計

　浄化槽施設特別会計 35,6050 3,293

会計間異動分
H31.4.1～R2.3.31

　乳用牛購入資金貸付基金 9,000,000 0 9,000,000  うち貸付額  6,141,098円

　奨学金・入学準備金貸付基金 10,000,000 0 10,000,000  うち貸付額  1,159,000円

0

0

0

0

△ 666,440

0

666,440

0

償　還　金

520,073 2,740,650

10,500 89,012

21,800 31,961

借　入　金

基金の状況

市債は、公共施設の建設など、市が一度に多額の出費を必要とする場合に県の同意を得て借り入れる長期の借入金のことです。一度に多
額の出費を必要とする事業の財源確保を図るとともに、その返済を元利償還という形で長期間分割することにより、市の財政負担を平準化
し、世代間の住民負担を公平にするという役割も果たしています。主な事業としては、道路、学校などの公共施設の建設事業や、突発的に
発生した災害の復旧事業などがあげられます。

会計別の地方債残高は下表のとおりです。

一時借入金は、地方自治体の支払い資金の不足を臨時に賄うために、その年度内に償還する条件で借り入れる借入金のことです。

基金には、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てるもの（積立基金）と、特定の目的のために定額の資金を運用するもの
（定額運用基金）があります。豊後大野市が設置している基金、現在高は下表のとおりです。

地方債残高の状況

一時借入金の状況


